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火災原因と火災警報器 

 

連日のように報道される住宅火災。 

戸建住宅が多いのですが、古い集合住宅も散見

されます。 

火災の原因は上記図のように様々ですが、共通

している点は、火災警報器の設置がされていな

かったものと思われます。 

2006 年に新築住宅には寝室と階段へ設置が義

務付けられ、既存住宅においても 2011 年 5月

まで設置が義務付けられました。 

火災で亡くなられた方は、熟睡していて気が付

かなかったか、体が不自由で動けなかったため

と見られます。 

品性は無形の財産 

 学力や財力、権力、技術力などの力は、私たちが生きがいや幸せを 

実現する上で大切なものですが、それらが本当に自分や他人や社会の

ために役立つものになるかどうかは、その人の品性にかかっています。 

品性は人格の中心にあって、私たちが持つさまざまな力を生かす根源

的な力です。 

そして高い品性とは、自分のことだけにとらわれず、相手を真に思いや

ることのできる「広い心」であるともいえるのでしょう。 

目に見えない品性こそ、私たちの大きな財産なのです。 ヒイラギ 

用心深さ 

 

火災警報器が設置されていれば周辺住民へ音

響で音を知らせることもでき、防げた命がある

と思うと残念でなりません。 

家庭用の火災報知機は、電池切れの心配もあり

ますので概ね 10 年で交換するのがベストで

す。 

寝室や階段は煙感知器を、台所には定温式熱感

知器を設置あるいは交換をなさって下さい。 

価格は信頼のパナソニック製でも 2,000 円前

後ですので、これを機に購入または交換をお勧

めします。 

写真はパナソニックの定温式熱感知器。 



 

曽野綾子の幸福論 

 

たぶん、人間には誰しも、一刻一刻、周囲が 

その人にこれをしなさいと言っているものが 

あるんですよ。 

それを死ぬまで丹誠を込めてやるのが、 

私に与えられた使命だと思います。 

私はね、イタリアの神学者トマス・アクィナス

の 

「すべて存在するものは善きものである」 

という言葉が大好きなんです。 

自分の思い通りにならなくて、愚痴や不平不満

を漏らしている人が多いけれども、存在するも

のはすべて善きものだと思えば、呪わなきゃい

けないこともなくなるし、辛いことがあっても

人生楽しくなるんですよ。 

 

 

 

 

 

これまでの人生で直面した最大の試練といえ

ば、四十代の後半に失明しかけたことです。 

その頃、急に視力が落ちてきたのを感じて検

査を受けたら、中心性網膜炎という病気に罹

っていました。 

目を酷使し過ぎたことと強いストレスが原因

だと言われました。 

さらに白内障も患ってしまって。 

手術しようと思っても、どの眼科医も私の手

術はすると言ってくださらないんですよ。 

「強度の近視だから視力が回復しないかも 

しれない。それにもし曽野さんが失明した 

ら誰が手術したのか騒がれるから」 

って。 

 

 

やっぱりその時が一番大変で、口述で小説を 

書く訓練も始めましたけど、何本か連載を休載

しなければなりませんでした。 

そういう状況が半年くらい続いた時に、ある 

先生が手術を引き受けてくださったんです。 

五十歳になる少し前のことでした。 

術後、麻酔が覚めて目を開けると、生まれて 

初めて三メートルくらい先に置いてある本の背

表紙が裸眼で読めた。 

もう画期的に見えるようになって感動しまし

た。 

で、私その時に……この感謝を生涯どうやって

捧げようかと思いました。 

だってどこの眼科に行っても断られたんです

よ。 

もうちょっと様子を見ましょうとか、まだ見え

る目に手をつけちゃいけないとか。 

それが手術をして目が治ったということは、 

続けてお書きなさいということだろうと思いま

した。 

いまでもそう思う時があるんです。 

 

 

致知出版社 

 

曽野綾子 小説家/元日本財団会長 

 



  

1967 年、大学在学中の 21 歳の時に千葉県市川市

で洋食屋を始めたわけですけど、当初は食べ物屋

なんてやりたいとも何とも思わなかった。 

たまたまアルバイトをしていた飲食店のコック長

から、 

「おまえ、食べ物屋をやってみないか。向いてる 

ぞ」と言われたのがきっかけです。 

サイゼリヤと共に生きてきた半世紀を振り返る

と、これはエネルギーの仕業だなと思っています。 

エネルギーがよりよい調和のためにこういう 

環境をつくってくれたんだなと。 

好きとか嫌いとかは関係なくて、好きでも嫌いで

も、いまやっていることが最高なんです。 

いまある環境も、共に働いてくれているスタッフ

たちも、日常に起こる様々な現象も、すべて最高

なんです。 

これ以上のものはない。そう思えるかどうか。 

よく若い人が「自分の好きなことをやりたい」と

かって言いますけど、それは自分中心に考えてい

るだけだから、うまくいかない。 

皆に喜んでもらいたいとか困っている人を幸せに

してあげたいとか世の中を変えたいとか、自分の

利益じゃなくて誰かの役に立つことを優先して 

考えると、結果はよくなるんです。 

 

 

 

サイゼリアの原点にある母の訓え 

 

ところが、ある時おふくろにこう言われた

んです。 

「火事に遭ったあの店はおまえにとって 

最高の場所だから、辞めちゃダメ。八百

屋もアサリ屋も、せっかくおまえのため

にそこにあるんだから、逃げちゃダメ。

もう一度同じところで頑張りなさい」 

って。 

お客さんが来ないことを立地のせいにしな

いで、お客さんが来てくれるようにひたむ

きに努力することが大切なんだと、おふく

ろは教えてくれました。 

だから、立地が悪いのもならず者しか来な

いのも火事になったのも、すべてエネルギ

ーの仕業で、より幸せになるようにやって

くれていたことに気づかされたんですね。 

 

 

 

 

 

かく言う私も店を始めたばかりの頃は欲の塊

（かたまり）ですから、楽をしてお金をたく

さん儲けたいと思っていました。 

しかし、来る日も来る日もとにかくお客さん

が全然入らない。 

一日の来店客が 6 人だけということもありま

した。 

当時の店は二階にあって、一階には八百屋さ

んとアサリ屋さんが入っていました。 

狭くて見えにくい階段を上がっていかなきゃ

いけないのに、階段の入り口に荷物が置いて

あるから飛び越えたりどかしたりしないと通

れない。 

深夜に店を開ければ集客できるだろうと営業

時間を朝四時まで延ばしたところ、ならず者

のたまり場になっただけ。 

揚げ句の果てには客同士の喧嘩で石油ストー

ブが倒れ、店は燃えてしまったんです。 

開店から 1 年 9 か月後のことでした。 

立地は悪いし、ならず者しか来ないし、火事

にはなるし……こんな店でいくらおいしいも

のを出してもお客さんは絶対に来ないと思っ

ていました。 

 

致知出版社 

 

正垣 泰彦 サイゼリア会長 

 



 

とある放課後。 

太った女子部員が俺に向かって手を出して 「ぶひ、ぶひ」っていうから 

お腹が空いたのかと思っておにぎりあげたら 

「部費、部費」の間違いだった。 

政治家の不祥事も後を絶ちませんが、私たちは

お天道様がいつも見ているという気持ちを忘れ

ずに正々堂々と生きていきたいものです。 

会津藩の訓えである什の掟（ じゅうのおきて）は 

「ならぬことはならぬものです」という言葉で

締めくくられています。 

この言葉、シンプルでわかりやすくて大好きで

す。 

頑固者とは違い、柔軟な考えを持ちながら芯は

曲げずに筋の通った精神力を兼ね備えることが

これからの目標です。 

皆さまもどうか良いお年をお迎え下さいませ。 

プロ太より 

太った女子部員 

 

https://kawaguchi-morning.jp/ 

 

https://saitama-kk.org/ 

 

https://www.chibahojin.jp/ 

 

https://www.moralogy.jp 

 
https://k-puro.co.jp/ 
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今年は、元旦に能登半島地震が発生し 400 人の

尊い方々の命が奪われました。 

翌 2 日には羽田空港で JAL 機と海保機が衝突し

海保機 5 名の方が亡くなられた連日の大災害は

とても衝撃的でした。 

8 月はパリ五輪では過去最多メダル 41 個獲得と

大躍進をされ、9月には大谷翔平選手がメジャー

史上初となる 50-50 の大記録と私たちに希望を

与えてくれる明るいニュースもありました。 

また総理大臣には石破茂総理が誕生され、ノー

ベル平和賞には被団協が受賞。トクリュウによ

る闇バイトの犯罪は後を絶ちません。 

https://kawaguchi-morning.jp/
https://saitama-kk.org/
https://www.chibahojin.jp/
https://www.moralogy.jp/
https://k-puro.co.jp/
https://www.endpolio.org/ja

